
寄附で保護される京都の文化財
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～令和３年度に実施した事業について～

〇 趣　旨
京都府では、国民的財産ともいえる府内の貴重な文化財を守り伝えるため、ふるさと納税

制度を活用した「文化財を守り伝える京都府基金」を設置し、この基金を活用して、府内の
貴重な未指定の歴史的建造物などの保存修理、防災対策事業等に対して、助成を行っていま
す。
　助成事業は、事業の緊急性や必要性などを考慮するとともに、寄附者の御意向や学識経験
者による専門家会議の意見をお聞きしたうえで選定しています。
　令和３年度は、15 件の保存修理・防災対策事業と、文化財保護の普及啓発に役立つ事業
１件に助成しました。
　この制度を通じて、府民の方々に、文化財に対する関心を深めていただき、文化財を保護
し継承することの大切さをより一層理解していただくよう努めています。

〇 令和３年度の基金活用事業（16 件）
(1) 歴史的建造物など有形文化財の保存・修理事業：12 件

事業者名 所在地 対象事業の概要

（宗）国分寺 宮津市 本堂　板戸修理

（宗）普門院 綾部市 鐘楼　解体修理 

（宗）浄光寺 南丹市 本堂　屋根葺替 

（宗）観景寺 南丹市 観音堂　屋根修理 → 報告①

（宗）出雲大神宮 亀岡市 社務所　縁回り修理

久多自治振興会 左京区 志古淵神社本殿　屋根修理 → 報告②

（宗）神泉苑 中京区 弁財天社本殿　屋根修理

（株）Evans 西京区 旧邸御室主屋　屋根修理

（宗）梛神社 中京区 鳳輦庫　屋根修理

玉村家住宅 西京区 主屋　内壁修理

（宗）日本聖公会桃山基督教会 伏見区 礼拝堂　屋根及び外壁修理 → 報告③

（宗）勧修寺 山科区 本堂　屋根修理 
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●事業報告その② 久多自治振興会　志
し

古
こ

淵
ぶち

神社本殿（京都市左京区久多宮の町）　屋根修理
久多地区は京都市左京区の最北端にあたり、滋賀県と県境を接する山間地帯です。志古淵

神社は地区の産土神で、毎年 8 月 24 日には久多の花笠踊（国重要無形民俗文化財、令和 4
年 11 月世界無形文化遺産に登録）が行われています。本殿は寛文 12 年（1672 年）建替
の三間社流造の建造物で屋根は杉皮葺ですが、台風により屋根がき損し、劣化が進んでいま
した。今回はき損部分の杉皮葺の修繕を行いました。

観音堂は本堂と共に檀家や地域住民にとって、心のよりどころとなっています。
建物を保全することで地域とのつながりが深まるとともに、貴重な文化資料を安心して後世に残す
ことが出来、地元一同喜んでおります。

所有者の思い

〈修理後の軒廻〉〈修理後全景〉

●事業報告その① 観景寺観音堂（南丹市園部町黒田）　屋根修理
観景寺は、文明２年（1470 年）に創立、寛文 2 年（1662 年）再興されたと伝わる曹洞

宗の寺院です。寛政元年（1789 年）再建と伝わる観音堂は入母屋造瓦葺の建造物ですが、
屋根瓦が部分的に落下するなど経年的なき損が進んでいたところ、一昨年の長雨によって
さらに損傷し、激しい雨漏りが発生したため、瓦の葺替えと下地や木部補修などの屋根修理、
建物壁面の漆喰の修理を行いました。

志古淵神社は、境内全域が市の文化財環境保全地区であり、国の重要無形文
化財である花笠踊が行われる神社です。本殿は地域の文化財としても貴重であり、住民の文化活動
にとって欠かせない存在です。長く受け継いでいきたいです。

所有者の思い

〈修理後〉〈修理前〉
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●事業報告その③  日本聖公会桃山基督教会礼拝堂（京都市伏見区御香宮門前町）  屋根及び外壁修理
御香宮神社に隣接して建つ日本聖公会桃山基督教会礼拝堂は、本来は洋風である教会建築

を和風に見立てた、現存する和風の教会堂として価値の高い建造物です。昭和 11 年（1936
年）の建立で、平日は幼稚園児の歓声に、日曜日には礼拝堂で聖歌の声に包まれています。
今回は建築以来の風雨で劣化している瓦屋根と外壁の修理を行いました。

〈礼拝堂内部 2 階〉〈礼拝堂外観：修理後〉

礼拝堂は、古い木造建物として地域の方々に親しまれてきています。
修理により今後長く維持管理につとめます。

所有者の思い

（２）地震・火災から有形文化財を守る事業：３件
 ※火災報知器や防犯機器等の設置のほか、文化財を守るための防災事業も対象としています

事業者名 所在地 対象事業の概要

福来西町内会 舞鶴市 薬師堂　屋根等修理　

（宗）古岩神社 京丹波町 本殿覆屋　屋根修理　

（宗）御霊神社 木津川市 本殿防災設備の整備 → 報告④

●事業報告その④ 御霊神社本殿（木津川市加茂町兎並寺山）　防災設備の整備
御霊神社本殿は、もと灯明寺の鎮守社で現在は兎並区の氏神となっています。本殿は三間

社流造で南北時代の建立と考えられる重要文化財です。今回は本殿の防犯対策のため、防犯
カメラ・防犯ライトの設置を行いました。

〈設置後の防犯カメラ：右、電気設備：左〉〈御霊神社本殿〉
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（３）文化財保護のこころを育む事業：１件
事業者名 対象事業の概要

明日の京都文化遺産プラットフォーム 文化財に関するシンポジウム、フォーラム等 → 報告⑤

●事業報告その⑤ 明日の京都文化遺産プラットフォーム
新型コロナウイルス感染症の拡大のなかで、華道、茶道、香道、書道などに代表される

「道」の文化の関係者が、伝統文化の普遍的価値と精神性について語らうフォーラム「感染
症を乗り越える～道の文化と京の歴史」が 11 月に開催され、幾度の脅威を乗り越えて現
代に受け継がれてきた伝統文化に学び、未曾有宇の災禍を乗り越える糸口をつかむ機会に
なりました。また２月には無形文化遺産シンポジウム「京都に日本があってよかった」が
開催されました。

 「明日の京都 文化遺産プラットフォーム」は、100 年先に向けて、
文化遺産を守り、育み、創造するために活動しています。フォーラムやシンポジウムを通じて、
文化に想いを寄せ、文化財保護のこころを育む機会の創出に努めています。

主催者から一言

今回の基金の補助により、防犯設備を設置することができ、本殿並びに
境内の建造物や調度品を保全するため、また氏子や見学者が安全安心に参拝ができるように
なりました。

所有者の思い

〈フォーラム基調講演：冷泉  貴実子氏〉〈フォーラムの様子〉



6

企業版ふるさと納税を利用した文化財保護の取組

企業版ふるさと納税について （令和 2 年度～）

地方公共団体が行う地方創生の取組に対し企業が寄附を行った場合、損金算入措置（寄
附額の約３割）に加え、法人関係税の税額控除の措置（寄附額の約６割※）が受けられる
制度です。ただし、本社が京都府内にある企業からの寄附は本制度の対象外となります。
※令和２年４月１日以後に開始する法人の事業年度から適用

上乗せ税額控除損金算入による軽減効果

約 ３ 割 約 ６割 約 １割

企業負担

寄附額

通常の軽減効果
企業版ふるさと納税に

よる税額控除分

〇 令和３年度に実施した文化レジリエンス事業（３件）
      

事業者名 所在地 対象事業の概要
（宗）御靈神社 上京区 楼門袖塀　屋根修理 → 報告⑥
釰菱弥 下京区 玄関・ハシリニハ　内壁修理

（宗）長岡天満宮 長岡京市 社務所「連歌所」　玄関屋根修理

●事業報告その⑥ 御靈神社楼門袖塀（京都市上京区上御霊竪町）　屋根修理
御靈神社は延暦 13 年（794 年）創建、京都の

祭礼「御霊会」発祥の地とされています。楼門
両側の袖塀は、江戸時代中期の再建で、木造
銅板葺屋根の透き塀ですが、屋根全体が劣化し
て雨水が侵入し木材の一部が腐朽していました。
今回は屋根を解体して野地板・野垂木などを
新しくし、銅板を葺替えました。

日の出建設株式会社
（本社：大阪府大阪市）

株式会社マナベインテリアハーツ
（本社：高知県高知市）

御寄附いただいた企業の御紹介（五十音順）

今回修理を行った袖塀は、市の景観重要建造物に指定された建造物で、
今回修理を行い、建造物を維持していくことで、地域における歴史的景観の保全及び向上に
も寄与することができると考えます。

所有者の思い

〈修理後〉

京都府では、「地方創生応援税制（通称：企業版ふるさと納税）（平成 28 年度～）」を活用し、
個人からの寄附同様、府外企業からの寄附により文化財を保護継承し、地域振興にも寄与
することを目指した文化レジリエンス事業に取り組んでおります。

株式会社サイバーレコード
（本社：熊本県熊本市）


